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パ
ネ
ル
と
し
た
こ
と
も
あ

り
、
Ｘ
Ｐ
Ｓ
の
１
戸
当
た
り

使
用
量
が
増

加
し
、
よ
り

高
断
熱
な
製

品
の
採
用
も

増
え
て
質
も

向
上
し
て
き

た
。
住
宅
着

工
戸
数
の
大

幅
減
で
Ｘ
Ｐ
Ｓ
需
要
も
20
年

は
前
年
割
れ
と
な
っ
た
が
、

微
減
に
と
ど
ま
っ
た
。
戸
建

て
住
宅
用
断
熱
材
以
外
の
伸

び
も
下
支
え
し
て
い
る
。

―
戸
建
て
住
宅
用
以
外

の
用
途
は
。

　
当
社
で
は
Ｘ
Ｐ
Ｓ
と
接
着

剤
を
組
み
合
わ
せ
た
内
断
熱

後
張
り
工
法
を
開
発
し
、
昨

年
初
め
か
ら
本
格
的
に
ビ
ル

（
Ｒ
Ｃ
造
）
断
熱
用
途
へ
提

案
し
て
き
た
。
ビ
ル
断
熱
向

け
で
課
題
だ
っ
た
施
工
性
を

改
善
し
た
も
の
で
、
施
工
性

に
加
え
、
難
燃
化
や
燃
焼
遅

延
剤
の
添
加
で
火
災
な
ど
に

対
す
る
安
全
性
も
評
価
さ
れ

て
施
工
例
が
増
え
た
。
ビ
ル

断
熱
に
は
主
に
他
素
材
が
使

用
さ
れ
て
い
た
が
、
ゼ
ネ
コ

ン
な
ど
で
新
工
法
が
認
知
さ

れ
て
き
て
お
り
、
Ｘ
Ｐ
Ｓ
の

新
た
な
成
長
市
場
の
一
つ
と

し
て
期
待
し
て
い
る
。

　
一
方
、
省
エ
ネ
対
応
に
加

え
て
通
信
販
売
の
拡
大
な
ど

で
物
流
業
界
全
般
が
活
況
な

な
か
、
保
温
性
の
高
い
Ｘ
Ｐ

Ｓ
を
断
熱
材
と
し
て
使
用
し

た
冷
凍
、
冷
蔵
倉
庫
の
新

設
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
も
依
然

と
し
て
活
発
だ
。
搬
送
用
の

冷
凍
・
冷
蔵
車
向
け
を
含

め
、
高
断
熱
品
を
中
心
に
需

要
が
拡
大
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
軽
量
で
施
工
性
に

優
れ
る
Ｘ
Ｐ
Ｓ
を
土
構
造
物

代
替
と
し
て
用
い
た
土
木
用

途
も
堅
調
だ
。
低
吸
水
で
丈

夫
な
た
め
埋
め
立
て
地
や
軟

弱
地
盤
で
の
施
工
に
も
対
応

で
き
る
こ
と
や
、
高
い
施
工

性
か
ら
工
期
短
縮
や
職
人
不

足
対
策
に
寄
与
す
る
こ
と
も

評
価
さ
れ
て
き
た
。

―
Ｘ
Ｐ
Ｓ
を
芯
材
と

し
、
50
年
以
上
の
販
売
実
績

が
あ
る「
ス
タ
イ
ロ
畳
」は
。

　
今
後
も
和
室
の
伸
び
は
期

待
で
き
な
い
が
、
床
断
熱
の

効
果
に
加
え
、
薄
肉
で
も
衝

撃
を
吸
収
し
、
張
り
替
え
作

業
な
ど
も
し
や
す
い
こ
と
、

低
吸
水
な
た
め
ダ
ニ
な
ど
の

発
生
も
防
げ
る
こ
と
な
ど
を

ア
ピ
ー
ル
し
、
畳
向
け
の
採

用
比
率
を
増
や
し
て
い
く
。

―
21
年
以
降
の
Ｘ
Ｐ
Ｓ

市
場
は
。

　
少
子
化
な
ど
で
新
設
住
宅

着
工
戸
数
の
伸
び
は
期
待
で

き
な
い
も
の
の
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
一
環
と
し
て
今
後

も
住
宅
１
戸
当
た
り
の
断
熱

材
使
用
量
は
増
え
、
使
用
さ

れ
る
断
熱
材
の
質
も
向
上
し

て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た

な
か
、
当
社
で
は
断
熱
性
を

一
段
と
向
上
し
た
「
Ｆ
Ｇ
」

（
熱
伝
導
率
22
㍉
㍗
／
ｍ
Ｋ

以
下
）
や
「
Ｈ
Ｐ
」（
同
20

㍉
㍗
／
ｍ
Ｋ
）
と
い
っ
た
ハ

イ
エ
ン
ド
品
の
浸
透
に
も
注

力
し
て
い
る
。
省
エ
ネ
効
果

に
加
え
、
一
般
的
な
Ｘ
Ｐ
Ｓ

よ
り
薄
く
し
て
も
高
い
断
熱

性
が
得
ら
れ
、
そ
の
分
、
住

宅
の
設
計
面
な
ど
で
柔
軟
性

が
高
ま
る
。
ま
た
、
浴
室
な

ど
で
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
事
故
が
増
え
る
な
か
、
そ

の
解
消
に
も
貢
献
す
る
。
ハ

イ
エ
ン
ド
品
の
採
用
進
展
に

よ
り
、
そ
の
良
さ
も
市
場
で

広
が
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る

拡
販
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

　
住
宅
着
工
戸
数
の
伸
び
が

期
待
で
き
な
い
こ
と
は
マ
イ

ナ
ス
要
因
だ
が
、
断
熱
に
対

す
る
ニ
ー
ズ

の
高
ま
り
や

Ｘ
Ｐ
Ｓ
の
特

徴
を
生
か
し

た
応
用
分
野

の
拡
大
な
ど

で

カ

バ

ー

し
、
成
長
に

つ
な
げ
た
い
。
需
要
動
向
な

ど
を
見
な
が
ら
鹿
沼
（
栃
木

県
）、
笠
岡
（
岡
山
県
）
の

両
工
場
で
増
産
へ
の
対
応
も

検
討
し
て
い
く
考
え
だ
。

―
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対

策
は
。

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
目
標
は
そ

れ
ぞ
れ
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
ゴ
ー
ル
13
「
気
候

変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
」

は
Ｘ
Ｐ
Ｓ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
て
特
に
注
力
し
て
い
る

項
目
の
一
つ
。
発
泡
プ
ラ
の

断
熱
材
で
同
じ
用
途
に
再
利

用
で
き
る
の
は
熱
可
塑
性
樹

脂
の
Ｐ
Ｓ
が
ベ
ー
ス
の
Ｘ
Ｐ

Ｓ
だ
け
。
Ｘ
Ｐ
Ｓ
は
劣
化
も

少
な
く
、
既
に
製
造
工
程
で

生
じ
る
端
材
な
ど
を
回
収
し

断
熱
材
と
し
て
再
利
用
し
て

い
る
。
さ
ら
に
リ
サ
イ
ク
ル

比
率
を
高
め
て
い
く
考
え

だ
。
ゴ
ー
ル
11
「
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
」
に

も
Ｃ
Ｏ

排
出
削
減
の
一
環

と
し
て
、
Ｘ
Ｐ
Ｓ
の
供
給
を

通
じ
住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅

づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
く
。

―
デ
ュ
ポ
ン
グ
ル
ー
プ

（
従
来
は
ダ
ウ
グ
ル
ー
プ
の

ダ
ウ
化
工
）
の
一
員
と
な
っ

た
体
制
で
の
シ
ナ
ジ
ー
は
。

　
デ
ュ
ポ
ン
グ
ル
ー
プ
は
建

築
市
場
で
透
湿
防
水
シ
ー
ト

「
タ
イ
ベ
ッ
ク
」
や
人
工
大

理
石
「
コ
ー
リ
ア
ン
」
と
い

っ
た
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
商

材
を
持
ち
、
新
体
制
の
下
で

情
報
交
換
な
ど
を
緊
密
化
し

な
が
ら
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し

て
い
る
。
シ
ナ
ジ
ー
を
引
き

出
す
取
り
組
み
は
順
調
で
、

さ
ら
に
建
材
市
場
に
お
け
る

グ
ル
ー
プ
の
存
在
感
を
高
め

て
い
き
た
い
。

―
20
年
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は
約
81
万
５
千
戸
と

前
年
比
９
・
９
％
の
減
少
で

し
た
が
、
戸
建
て
住
宅
の
断

熱
材
向
け
を
主
力
と
す
る
Ｘ

Ｐ
Ｓ
の
市
場
動
向
は
。

20
年
の
住
宅
着
工
戸
数
の

減
少
は
少
子
化
の
影
響
に
加

え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
住
宅
展

示
場
の
休
業
や
景
気
停
滞
に

よ
る
買
い
控
え
な
ど
が
影
響

し
た
と
思
わ
れ
る
。
着
工
戸

数
全
体
で
は
減
少
し
た
も
の

の
、
持
家
に
限
れ
ば
11
月
、

12
月
と
前
年
同
月
を
上
回
っ

て
い
る
。
持
ち
家
は
貸
家
と

比
べ
て
Ｘ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
高
付

加
価
値
な
（
よ
り
断
熱
効
果

の
高
い
）
発
泡
樹
脂
が
採
用

さ
れ
や
す
い
。
ま
た
、
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
経
済
産
業
省
が
一
定
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
を
持
つ

建
材
を
用
い
た
リ
フ
ォ
ー
ム

を
支
援
す
る
次
世
代
省
エ
ネ

建
材
支
援
事
業
で
補
助
対
象

の
必
須
建
材
の
一
つ
を
断
熱

押
出
発
泡
ポ
リ
ス
チ
レ
ン
（
Ｘ
Ｐ
Ｓ
）

2021
化
学
品
動
向

デュポン・スタイロ社長

有友　完氏

施
工
性
も
強
み

ビ
ル
、倉
庫
用
も
拡
大

高
ま
る
断
熱
ニ
ー
ズ

省エネ住宅

　
県
立
青
森
高
校
は
10
日
、

作
家
・
太
宰
治
の
旧
制
青
森

中
学
校
時
代
の
成
績
表
を
報

道
陣
に
公
開
し
た
。
太
宰
は

１
９
２
３
年
か
ら
４
年
間
同

校
に
在
籍
し
た
が
、
い
ず
れ

の
学
年
で
も
学
業
成
績
は
優

秀
で
あ
り
、
朝
刊
に
載
っ
て

い
た
３
年
次
の
成
績
表
の
写

真
で
は
席
次
３
位
と
な
っ
て

い
た
▼
最
後
の
完
成
作
品
で

あ
る
「
人
間
失
格
」
は
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
金
満

家
の
家
に
生
ま
れ
、
後
に
複

数
の
女
性
と
関
係
を
持
ち
、

心
中
を
試
み
た
り
薬
物
を
使

用
す
る
こ
と
に
な
る
主
人
公

・
大
庭
葉
蔵
は
、
太
宰
自
身

が
モ
デ
ル
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
。
葉
蔵
を
成
績
優
秀
な
生

徒
と
し
て
描
い
た
こ
と
も
、

自
分
自
身
を
反
映
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
▼
第
二
の
手
記
は
葉

蔵
の
中
学
入
学
を
伝
え
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
が
、
そ
の
文

章
は
読
点
を
多
用
し
た
セ
ン

テ
ン
ス
の
長
い
独
特
な
表
現

に
な
っ
て
い
る
。「
海
の
、

波
打
際
、
と
い
っ
て
も
い
い

く
ら
い
に
海
に
近
い
岸
辺

に
、
真
黒
い
樹
肌
の
山
桜

の
、
か
な
り
大
き
い
の
が
二

十
本
以
上
も
立
ち
な
ら
び
、

新
学
年
が
は
じ
ま
る
と
、
山

桜
は
、
褐
色
の
ね
ば
っ
こ
い

よ
う
な
嫩
葉
（
わ
か
ば
）
と

共
に
、
青
い
海
を
背
景
に
し

て
、
そ
の
絢
爛
（
け
ん
ら

ん
）
た
る
花
を
ひ
ら
き
、
や

が
て
、
花
吹
雪
の
時
に
は
、

花
び
ら
が
お
び
た
だ
し
く
海

に
散
り
込
み
、
海
面
を
鏤

（
ち
り
ば
）
め
て
漂
い
、
波

に
乗
せ
ら
れ
て
再
び
波
打
際

に
打
ち
返
さ
れ
る
、
そ
の
桜

の
砂
浜
が
、
そ
の
ま
ま
校
庭

と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
東

北
の
或
（
あ
）
る
中
学
校

に
、
自
分
は
受
験
勉
強
も
ろ

く
に
し
な
か
っ
た
の
に
、
ど

う
や
ら
無
事
に
入
学
で
き
ま

し
た
」
▼
青
森
中
学
は
青
森

市
の
東
端
の
海
の
近
く
に
あ

っ
た
が
、
45
年
の
青
森
空
襲

で
焼
失
し
た
。
学
校
の
裏
手

が
海
浜
公
園
の
「
合
浦
公

園
」
で
、
学
校
跡
地
を
包
み

込
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
落
ち

着
い
た
ら
、
現
地
を
訪
ね
、

改
め
て
太
宰
治
の
文
章
を
味

わ
い
た
い
と
思
う
。

積
水
化
成
品

バ
イ
オ
プ
ラ
製
品

品
揃
え
拡
充
強
化

　
積
水
化
成
品
工
業
は
、
既

存
プ
ロ
ダ
ク
ト
ブ
ラ
ン
ド
の

す
べ
て
に
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
用
い
た
カ
テ
ゴ
リ
ー

「
バ
イ
オ
セ
ル
ラ
ー
」
を
速

や
か
に
設
け
て
い
く
と
の
方

針
を
打
ち
出
し
た
。
バ
イ
オ

セ
ル
ラ
ー
は
、
生
分
解
性
ま

た
は
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
を
活
用
し
た

環
境
貢
献
製
品
群
の
総
称
。

現
在
は
四
つ
の
プ
ロ
ダ
ク
ト

ブ
ラ
ン
ド
に
設
け
て
お
り
、

そ
の
う
ち
熱
可
塑
性
エ
ラ
ス

ト
マ
ー
発
泡
体
の
植
物
由
来

グ
レ
ー
ド
「
エ
ラ
ス
テ
ィ
ル

Ｂ
Ｉ
Ｏ
」
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ

ュ
ー
ズ
の
ミ
ッ
ド
ソ
ー
ル
と

し
て
採
用
さ
れ
、
サ
ト
ウ
キ

ビ
由
来
の
原
料
を
用
い
た
高

耐
熱
軽
量
発
泡
体
「
Ｓ
Ｔ
―

Ｅ
ｌ
ｅ
ｖ
ｅ
ａ
ｔ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
」

は
自
動
車
分
野
で
の
ワ
ー
ク

を
精
力
的
に
進
め
て
い
る
。

　
国
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
戦
略
」
で
は
バ
イ
オ

プ
ラ
活
用
に
対
し
て
「
30
年

ま
で
に
約
２
０
０
万
㌧
導

入
」
を
設
定
。
バ
イ
オ
セ
ル

ラ
ー
は
、
こ
れ
に
沿
っ
た
も

の
。
拡
充
の
一
環
と
し
て
海

洋
生
分
解
性
バ
イ
オ
プ
ラ

（
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｐ
）
の
開
発
・
普

及
に
産
学
官
連
携
で
推
進
す

る
「
Ｍ
Ｂ
Ｂ
Ｐ
開
発
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
に
参
画
し
て

お
り
、
同
社
で
は
今
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
・
組
織
と
協

業
し
て
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
。
　

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
、
パ
ワ

ー
デ
バ
イ
ス
向
け
放
熱
シ
ー

ト
を
事
業
化
す
る
。
従
来
品

に
比
べ
高
い
放
熱
性
（
熱
伝

導
度
）
を
持
つ
窒
化
ホ
ウ
素

（
Ｂ
Ｎ
）
フ
ィ
ラ
ー
配
合
樹

脂
シ
ー
ト
を
開
発
し
提
案
し

て
お
り
、
年
内
に
も
採
用
さ

れ
る
見
通
し
だ
。
電
気
自
動

三
菱
ケ
ミ
カ
ル

Ｂ
Ｎ
フ
ィ
ラ
ー
配
合

パ
ワ
ー
半
導
体
用
に
展
開

放熱シート

車
な
ど
に
使
う
パ
ワ
ー
デ
バ

イ
ス
の
市
場
拡
大
に
伴
い
増

加
す
る
放
熱
材
料
ニ
ー
ズ
を

取
り
込
む
。

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
は
、「
カ

ー
ド
ハ
ウ
ス
構
造
」
と
呼
ぶ

放
熱
し
や
す
い
フ
ィ
ラ
ー
構

造
を
持
つ
窒
化
ホ
ウ
素
（
Ｂ

Ｎ
）
を
使
っ
た
放
熱
樹
脂
シ

ー
ト
を
開
発
し
た
。
高
い
放

熱
性
に
加
え
、
顧
客
が
必
要

と
す
る
シ
ー
ト
物
性
（
耐
熱

性
、
接
着
性
な
ど
）
を
実
現

で
き
る
の
が
特
徴
。
物
性
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
で
、
シ
ー
ト
の

使
い
や
す
さ
が
向
上
し
、
モ

ジ
ュ
ー
ル
点
数
の
削
減
や
大

面
積
化
、
耐
久
性
向
上
が
可

能
に
な
る
点
が
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。
生
産
は
福
岡
事

業
所
（
北
九
州
市
）
に
あ
る

パ
イ
ロ
ッ
ト
設
備
で
行
う
。

今
後
の
拡
販
に
伴
い
量
産
設

備
の
建
設
を
検
討
す
る
。

　
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
は
、
電

流
の
制
御
を
行
う
パ
ワ
ー
チ

ッ
プ
（
半
導
体
）
を
搭
載
し

た
デ
バ
イ
ス
。
電
気
自
動
車

や
家
電
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

な
ど
広
範
な
用
途
で
使
わ

れ
、
市
場
が
大
き
く
拡
大
す

る
見
通
し
。
パ
ワ
ー
デ
バ
イ

ス
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
回
り
な

ど
で
、
大
電
流
が
半
導
体
に

流
れ
る
際
に
発
生
す
る
熱

は
、
電
子
部
材
の
特
性
劣
化

や
故
障
の
原
因
と
な
る
た

め
、
熱
を
外
部
に
効
率
よ
く

逃
が
す
放
熱
材
料
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
ダ
イ
セ
ル
は
、
酢
酸
セ
ル

ロ
ー
ス
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
を
ベ
ー

ス
に
独
自
の
相
分
離
法
に
よ

る
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
で
機

能
を
付
与
し
た
フ
ィ
ル
ム
を

各
種
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
最
表

面
フ
ィ
ル
ム
と
し
て
積
極
的

に
提
案
す
る
。

　
特
に
高
度
な
信
頼
性
が
求

め
ら
れ
る
車
載
デ
ィ
ス
プ
レ

ダ
イ
セ
ル

機
能
付
与
し
最
表
面
に

車
載
中
心
に
拡
販

Ｔ Ａ Ｃ
フィルム

イ
用
で
は
世
界
的
に
も
高
い

シ
ェ
ア
を
確
保
し
て
お
り
、

さ
ら
な
る
拡
大
に
つ
な
げ
る

考
え
だ
。

　
同
フ
ィ
ル
ム
は
顧
客
の
要

求
に
応
じ
反
射
防
止
、
耐

候
、
抗
ウ
イ
ル
ス
、
防
眩
、

ぎ
ら
つ
き
防
止
な
ど
の
機
能

を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
付
与
し

た
も
の
。
特
に
カ
ー
ナ
ビ
な

ど
の
車
載
用
で
は
世
界
で
20

％
前
後
の
シ
ェ
ア
を
確
保
し

て
い
る
。

　
教
育
分
野
で
使
用
さ
れ
る

ペ
ン
入
力
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
電

子
辞
書
向
け
と
し
て
も
、
良

好
な
書
き
味
な
ど
が
評
価
さ

れ
て
採
用
が
進
ん
で
き
て
い

る
。

　
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
偏
光
板
保
護
フ
ィ
ル
ム

向
け
も
世
界
で
高
い
シ
ェ
ア

を
持
つ
。
合
成
樹
脂
系
の
競

合
品
が
攻
勢
を
か
け
る
な

か
、
高
純
度
化
で
顧
客
の
生

産
性
向
上
を
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
同
用
途
で
も
シ
ェ

ア
を
伸
ば
し
て
い
く
方
針
。

　
三
井
化
学
は
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
向

け
電
解
液
を
、
化
学
企
業
と

し
て
蓄
積
し
た
合
成
技
術
な

ど
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
高

付
加
価
値
領
域
を
重
点
に
拡

大
す
る
。

　
Ｌ
ｉ
Ｂ
向
け
材
料
は
民
生

用
途
に
加
え
て
車
載
用
途
の

拡
大
な
ど
で
需
要
は
急
拡
大

し
て
い
る
も
の
の
、
価
格
面

を
含
め
競
争
激
化
し
て
い

る
。
高
出
力
化
や
耐
久
性
の

向
上
な
ど
、
高
付
加
価
値
領

域
の
Ｌ
ｉ
Ｂ
で
求
め
ら
れ
る

処
方
の
電
解
液
を
添
加
剤
の

改
良
、
開
発
な
ど
に
よ
っ
て

提
案
し
、
機
能
で
差
別
化
で

き
る
領
域
を
中
心
に
市
場
を

広
げ
て
い
く
考
え
だ
。

　
Ｌ
ｉ
Ｂ
向
け
電
解
液
は
名

古
屋
工
場
と
中
国
・
寧
波
の

Ｌ
ｉ
Ｂ

電
解
液

出
力
、耐
久
性
を
向
上

付
加
価
値
領
域
に
重
点

三井化学

合
弁
会
社
で
製
造
す
る
。
昨

年
９
月
に
は
同
事
業
を
特
殊

ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
（
ポ
リ
メ

チ
ル
ペ
ン
テ
ン
コ
ポ
リ
マ
ー

「
Ｔ
Ｐ
Ｘ
」、
環
状
オ
レ
フ

ィ
ン
コ
ポ
リ
マ
ー
「
ア
ペ

ル
」
な
ど
）
や
半
導
体
製
造

用
フ
ォ
ト
マ
ス
ク
防
塵
カ
バ

ー
「
三
井
ペ
リ
ク
ル
」
な
ど

を
展
開
す
る
機
能
性
ポ
リ
マ

ー
事
業
部
に
移
管
し
た
。
新

体
制
の
下
で
情
報
を
共
有
化

す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
シ

ナ
ジ
ー
効
果
も
最
大
限
に
引

き
出
し
て
い
く
。

米
の
休
止
工
場
再
稼
働
へ

東
レ

風
力
発
電
翼
向
け
好
調
で

炭素繊維　
東
レ
は
、
昨
年
休
止
し
た
米
国
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の
炭
素
繊
維
工
場
を
年
内
に
も
再
稼
働
す
る
計

画
だ
。
同
工
場
は
航
空
機
向
け
炭
素
繊
維
の
工
場
だ
が
、
風
力
発
電
翼
な
ど
産
業
用
途
の
生
産
に
転
用
す

る
。
メ
キ
シ
コ
工
場
で
は
風
力
発
電
翼
向
け
の
ラ
ー
ジ
ト
ウ
炭
素
繊
維
の
生
産
設
備
増
設
を
計
画
し
、
将

来
は
ア
ジ
ア
で
の
工
場
新
設
を
検
討
す
る
。
世
界
ト
ッ
プ
の
炭
素
繊
維
メ
ー
カ
ー
と
し
て
需
要
拡
大
に
積

極
的
な
増
産
投
資
で
対
応
す
る
。

　
米
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
の

工
場
は
、
ボ
ー
イ
ン
グ
の
航

空
機
向
け
炭
素
繊
維
、
プ
リ

プ
レ
グ
の
一
貫
生
産
工
場
と

し
て
18
年
に
操
業
開
始
。
昨

年
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
る
航
空
機
向
け

需
要
の
激
減
を
受
け
、
７
月

に
同
工
場
を
休
止
し
、
生
産

な
ど
に
携
わ
る
従
業
員
を
解

雇
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
当
初
は
航
空
機
需
要
の
回

復
を
待
っ
て
再
稼
働
す
る
意

向
だ
っ
た
が
、
需
要
が
旺
盛

な
風
力
発
電
翼
や
圧
力
容
器

と
い
っ
た
産
業
用
の
炭
素
繊

維
を
生
産
す
る
か
た
ち
で
早

期
に
再
稼
働
す
る
ほ
う
が
得

策
と
判
断
し
た
。
今
後
、
人

員
を
採
用
し
て
訓
練
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
再
稼
働
時

期
は
21
年
後
半
に
な
る
見
通

し
。
プ
リ
プ
レ
グ
設
備
は
休

ア
ジ
ア
で
は
新
設
検
討

止
を
継
続
す
る
。

　
東
レ
は
Ｐ
Ａ
Ｎ
系
炭
素
繊

維
の
世
界
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
。
も
と
も
と
高
機
能
・
高

品
質
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ト
ウ
で

世
界
ト
ッ
プ
の
地
位
に
あ

り
、
さ
ら
に
コ
ス
ト
競
争
力

の
高
い
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ト
ウ
の

最
大
手
、
ゾ
ル
テ
ッ
ク
を
14

年
に
買
収
し
、
ト
ッ
プ
の
地

位
を
一
段
と
強
固
に
し
た
。

全
体
で
50
％
弱
の
シ
ェ
ア
を

持
つ
。

　
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ト
ウ
の
生
産

拠
点
は
愛
媛
、
米
国
（
ア
ラ

バ
マ
州
と
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
）
、
フ
ラ
ン
ス
、
韓
国

に
あ
り
、
ラ
ー
ジ
ト
ウ
の
生

産
拠
点
は
メ
キ
シ
コ
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の

設
備
を
21
年
度
中
に
フ
ル
稼

働
と
す
る
計
画
。
航
空
機
向

け
は
低
迷
す
る
が
、
産
業
用

途
、
自
転
車
フ
レ
ー
ム
や
釣

り
竿
、
ゴ
ル
フ
シ
ャ
フ
ト
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ

ー
用
品
用
途
な
ど
が
好
調
に

推
移
し
て
い
る
た
め
だ
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ラ
ー
ジ
ト

ウ
炭
素
繊
維
工
場
で
は
風
力

発
電
翼
用
の
需
要
増
に
対
応

し
、
昨
年
、
生
産
設
備
の
増

設
を
完
了
、
今
年
に
か
け
て

順
次
立
ち
上
げ
た
。
メ
キ
シ

コ
工
場
で
は
自
動
車
部
材
向

け
炭
素
繊
維
設
備
を
風
力
発

電
翼
用
の
生
産
に
転
用
し

た
。
さ
ら
に
同
工
場
で
増
設

す
る
意
向
だ
。

　
今
後
は
ア
ジ
ア
で
の
工
場

新
設
を
視
野
に
入
れ
検
討
を

進
め
る
。
投
資
を
抑
え
る
た

め
、
生
産
に
必
要
な
有
機
溶

剤
回
収
設
備
な
ど
を
持
つ
現

地
企
業
と
組
ん
で
事
業
化
す

る
こ
と
を
模
索
す
る
。

　
風
力
発
電
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
増
設
が
進

む
中
、
大
型
の
風
車
翼
に
は

軽
量
化
と
剛
性
を
実
現
し
、

コ
ス
ト
競
争
力
に
優
れ
る
ラ

ー
ジ
ト
ウ
炭
素
繊
維
の
採
用

が
拡
大
し
て
い
る
。
需
要
は

欧
米
か
ら
ア
ジ
ア
に
広
が
っ

て
お
り
、
地
産
地
消
の
観
点

か
ら
ア
ジ
ア
に
も
生
産
拠
点

が
必
要
に
な
る
と
み
る
。

　
宇
部
丸
善
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

は
、
30
年
の
在
り
た
い
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
に
乗
り
出
す
。
先

々
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
を

発
信
源
と
捉
え
、
そ
こ
か
ら

の
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
に
よ
り

在
る
べ
き
姿
と
現
実
と
の
ギ

ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
複
数
の
ポ

ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
今
年
度
内

に
策
定
。
そ
の
う
え
で
、
親

会
社
の
宇
部
興
産
の
次
期
三

カ
年
計
画
に
連
動
さ
せ
た
具

体
的
な
中
期
実
行
計
画
を
21

年
度
中
に
取
り
ま
と
め
、
22

年
度
か
ら
始
動
さ
せ
る
。
将

来
の
グ
レ
ー
ド
構
成
や
プ
ラ

ン
ト
運
営
の
変
革
も
検
討
課

題
と
す
る
方
針
で
、
日
本
一

の
特
殊
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
メ
ー

カ
ー
と
し
て
の
ス
タ
ン
ス
を

一
段
と
強
化
し
、
持
続
可
能

な
発
展
を
期
す
。

　
同
社
は
宇
部
興
産
と
丸
善

石
油
化
学
の
折
半
出
資
に
よ

る
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
専
業
メ
ー

カ
ー
で
、
千
葉
工
場
に
６
系

列
合
計
年
産
12
万
３
千
㌧
の

チ
ュ
ー
ブ
ラ
ー
法
に
よ
る
高

圧
法
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
プ
ラ
ン
ト
を

運
営
し
て
い
る
ほ
か
、
メ
タ

ロ
セ
ン
触
媒
と
気
相
法
プ
ロ

セ
ス
に
よ
る
Ｈ
Ａ
Ｏ
―
Ｌ
Ｌ

Ｄ
Ｐ
Ｅ
「
ユ
メ
リ
ッ
ト
」
を

年
産
５
万
㌧
の
専
用
設
備
で

製
造
販
売
し
て
い
る
。
高
圧

30
年
の
姿
を
想
定
し
22
年
始
動

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
へ

宇  部  丸  善
ポリエチレン

法
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
は
小
回
り
の
利

く
生
産
体
制
を
活
用
し
、
Ｅ

Ｖ
Ａ
な
ど
の
共
重
合
品
を
含

む
多
彩
な
グ
レ
ー
ド
を
生
産

し
て
い
る
ほ
か
、
メ
タ
ロ
セ

ン
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
も
運
転
条
件

な
ど
の
緻
密
な
制
御
に
よ
り

顧
客
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く

対
応
し
た
カ
ス
タ
マ
ー
グ
レ

ー
ド
を
製
造
。
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
の
特
殊
化
率
は
８
割
に
達

し
て
い
る
。

　
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
国
内
需

要
は
全
般
的
に
縮
小
傾
向
を

た
ど
る
な
か
、
同
社
が
手
掛

け
る
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
及
び
メ
タ
ロ

セ
ン
Ｌ
Ｌ
Ｄ
Ｐ
Ｅ
の
内
需
は

軟
包
材
を
中
心
に
堅
調
に
推

移
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
が
様
変
わ
り
す
る
中

で
今
後
の
需
要
想
定
が
見
通

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
個

食
化
や
内
食
の
定
着
に
伴
う

食
品
包
材
や
衛
生
面
が
重
視

さ
れ
る
材
料
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
が
高
ま
る
一
方
で
、
業
務

用
食
品
包
材
や
首
都
圏
の
コ

ン
ビ
ニ
・
百
貨
店
、
ホ
テ
ル

向
け
材
料
で
は
需
要
が
激
減

し
、
こ
れ
ら
の
市
場
が
ど
の

程
度
回
復
す
る
か
は
不
透
明

だ
。
設
備
の
老
朽
化
問
題
対

策
も
重
要
な
局
面
を
迎
え
て

お
り
、
今
後
の
グ
レ
ー
ド
の

入
れ
替
え
も
含
め
て
製
品
構

成
と
生
産
体
制
の
再
検
証
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
同
社
で
は
引
き
続
き
国
内

市
場
を
主
戦
場
に
生
き
残
り

を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
長

期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
取
り
ま
と

め
、
事
業
の
持
続
的
成
長
を

目
指
す
。
戦
術
策
定
は
今
後

を
担
う
中
堅
社
員
が
中
心
と

な
っ
て
議
論
を
進
め
て
い

る
。
特
殊
化
、
国
内
、
事
業

継
続
性
と
い
う
３
大
原
則
に

基
づ
き
、
積
極
的
な
戦
略
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。


